
設備診断（振動法） 設備診断（配管減肉管理）

配管減肉管理システム

電動機、ポンプ、ファン等の高速回転機械を対象に振動測定を行い、異常の有無及びその原因

（アンバランスなど）について診断いたします。

ＪＳＭＥ（日本機械学会）の規格 に基づき測定されたデータより、前回検査時（初回は公称肉厚）

からの減肉量を算出し、配管の計算上必要厚さまでの余寿命を評価します。

※「発電用火力設備規定　火力設備配管減肉管理技術規定」

余寿命評価を実施するうえで、前回データや運転時間などを管理する必要があり、各計算の人為的ミス

を防止するため、専用のシステムを構築し運用しております。

　・ ISO有資格者による振動測定

　・ 振動値による異常有無の判定

・ 周波数解析による異常原因の調査

・ ファン等のバランス調整

〔装置概要図〕

〔振動診断の流れ〕

▶振動診断の費用例

〔診断フロー〕

設備診断で
異常の早期発見

計画的補修 安定運転

異常発見（原因究明）
　　　　→対策実行

※経費は別とし、診断仕様により金額は変動

継続測定・診断

（2回目以降）

報告

設 備 例

初 期 診 断

継 続 診 断

：対象機器数50台（ポンプ及び電動機25セット）

：調査、仕様決定、初期設定、測定診断（3回、１回/月）報告（約200万円）

：（2回目以降）測定診断（1回）報告（約60万円）

振動値は基準値内か？

振動解析の実施
（精密診断）

振動値は
上昇傾向か？

上段：今回測定値　　下段：前回測定値

継続監視の実施

・過去データの管理　・運転時間の管理

・対象箇所の仕様（マスタ）管理

　※口径、材質、計算上必要厚さなど

配管肉厚測定記録

図：余寿命評価のイメージ 肉厚測定

異常による振動か？

対策の立案・提案
および対策実施

（軸受交換・バランス調整など）

振動計測の実施
（簡易診断）
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設備診断技術を用いて設備状態を把握することで、異常や故障の原因、将来への

影響を予測し、必要な対策を早目に講ずることができます。

西プラは、設備診断技術でお客さま設備の安定運転をサポートいたします。設備診断コンサルティング
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仕様決定・調査・初期設定

（基準値、計測ポイント等）

測定対象機

選定

※


